


























































































38 コマを 1 単位として 75 単位）が開始された。高校は基本的には 3 年だが、それ以上を過ご














方分権）が採用されたことによる。1994 年、当時 29 歳の若さで教育大臣となったオッリペッカ・
ヘイノネンにより、フィンランドはいわゆる“教育大国”となっていく。
2 － 2. 現在の教育制度
　フィンランドの教育は就学前から大学まで基本的に無償であり、フィンランドの基礎教育は、
原則的に 7 歳から 15 歳までの 9 年間である。9 年間の義務教育の後、後期中等教育機関の高
等学校・職業学校（VocationalSchool）、高等教育機関の大学・専門学校への進路が選択でき
るようになっている。図 2 は、現在のフィンランドの教育制度を示したものであるが、フィン
ランドの子どもたちは 6 歳になる年の 8 月から 1 年間、就学前教育（Pre-primaryeducation）
を受けることができる。この就学前教育は義務教育ではないものの、対象とされる子どもの約























































である。このクラスには、7 〜 9 年生（中学 1 〜 3 年生）約 8 名が在籍しており、担任の教師

























とりわけ力を注いできた読解力では、フィンランドは韓国、非 OECD である上海に続いて 3
位の成績をおさめた。数学的リテラシーにおいては OECD 国内では 2 位、参加国全体のなか
では 6 位であった。科学的リテラシーは、上海に続いて 2 位であった。
②スコアはわずかに下降、しかし依然として OECD のなかではトップ
2000 年の調査を受けて、フィンランドでは読解力の向上を優先に取り組んできた。読解力が













































テラシーが前回より 4 ランク下がって 6 位となり、数学的リテラシーにおいては 2000 年には
1 位であったものが 2003 年に 6 位、そして 2006 年には 10 位となった。さらに、読解力につ































































































合学校 2010 年訪問）という声が聞かれた。さらに、同じ Kalajarvi 総合学校の管理職からは、「私
たちは児童生徒に安全を確保し、リラックスさせ、自尊感情を高めることが学力を支えると考
えています。学力向上には「safe」が最も重要。全人的な発達をめざす全体的な人間教育が重





























































プの目的は、私たちがどのように Sipoo の SchoolSystem を発展させていくのか、ということ





　4-1 でみた 4 つの要素に加え、フィンランドの学力の下支えをしている要素として特別支援








































































































　そこには、別々の場所で 2 つのことをするのではなく、1 つの学校のなかで違った教育を提
供するという“innerdifferentiation”の精神が関係している。事実、フィンランドにおいて特
別支援のサービスを受ける児童生徒の数は年々増加しているが、特別支援学校の数は激減して
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